
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上 B A A

B A A

B A A

●健康・体つくり B A A

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B B

●特別支援教育の充
実 B A A

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・佐賀県の農業高校としてのリーダー性が発揮できていると思う。
・スマート農業の取組や海外の高校との交流など、新しいことへ
の積極的な姿勢は素晴らしいと感じられました。この少子化の時
代に高い志願者倍率を維持されていることが、貴校の取り組みの
成果だと思われます。
・今後も海外研修は継続して実施してください。

６ 総合評価・
  次年度への展望 （簡潔に）

・インスタグラムによる情報発信に新たに取り組み、学校広報(ＰＲ)活動に力を入れ好評であった。しかし、学校ホームページの定期的な更新ができず、ＳＮＳとＨＰの活用にによる広報活動ついては、検討の余地があり課題が残った。次年度も学校の魅力を情報発信し、地域と連携した取り組みなどを継続的に行い、「中学生に勧めたい」と思う生徒や保護者の数を増や
していきたい。
・全職員が「農は国の基」の教育理念のもと、学校教育目標の実現に組織的に取り組み、グローバルな視点と地域との連携を大切にしながら、全学年を通しての探究活動を充実させ、さらに農業の専門高校の特徴を活かした教育活動等を行い地域からも評価を得ている。
・生徒の主体的な活動に力を入れ、生徒自らが課題解決力を身につけながら、自信を持って自立できるような挑戦・活躍できる場を継続して多く準備したい。また、探究活動をさらに進化させ、産学官連携による各学科の取り組みに工夫を施し、農業クラブをはじめとするプロジェクト活動に力を入れる。

A

・工夫がなされていいいと思う。
・学校だよりの発行やインスタグラム投稿など、活発に情報発信
できていると思われます。基本的に高校の情報は、外部の人間に
は見えないので、インスタグラム等のＳＮＳでの発信は貴校の魅
力向上にとても有効であると思います。
・学校ＨＰの更新が滞らないようにお願いします。

★唯一無二の誇り高き
学校づくり

★特色ある専門教育を活かし、地域と連携した学校づく
りを推進する。
★グローカルな学びの推進（地域農業を課題とする探究
活動・コミュニケーションツールとしての英語力の向上）

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割
合９０％以上、教職員の割合９０％以上を目指す。
★県外からの入学者数１人以上を目指す。

・地域との交流を深め、農業や地域産業・関係機関との連携を図る。
・スマート農業・地域との連携での商品開発・ドローンや３D測量解析など
新技術の積極的な活用に努める。
・グローカルな視野を広げるため、県内外・外国との交流事業の実践。
・SNSを利用し、本校の魅力を発信し、興味を持ってもらうように努める。

B

・海外研修などを通し、農業の先進技術を学ぶことで地域の課題
に気づくよう努める。
・県建設・技術課の支援を受け、環境工学科の生徒80名が専門
機関でのＩＣＴ施工研修を受講。新技術の活用に向けた意識が高
まりつつある。

A

・自分の学校を中学生に佐農を勧めることができる割合は、生徒93％、保
護者94％、特別選抜の倍率は1.98倍であった。
・県外からの志願者は、０人であった。
・地域との交流を深め、農業や地域産業・関係機関との連携を図った。
・スマート農業・地域との連携での商品開発・ドローンや３D測量解析など
新技術の積極的な活用に努めた。
・グローカルな視野を広げるため、韓国の高校生との交流を11月に行っ
た。

A

・クラス担任や学科職員の呼びかけにより多くの生徒が自主的に資格試
験に挑んだが、ひとつも取得していない生徒が25％であった。
・技術系公務員として、官公庁に２２名の就職が内定した。
・進路については決定率１００％を達成した。一般企業内定者６３名。うち
県内４４名、県外１９名となった。官公庁については、２２名が内定。進学
については佐賀大学に１名の合格をはじめ、３２名が四年制大学、短期
大学、専門学校に合格することができた。

・資格取得も例年高いレベルで推移している。
・以前より進路指導は格段に向上している。
・例年通り多数の資格取得ができて何よりです。資格は一生もの
ですので、今後ともご指導をよろしくお願いします。
・生徒に呼びかけ、一つでも多くの資格取得ができるようにお願い
します。

○学校情報の発信 ○学校の情報を適宜発信する。
・月１回以上の学校だよりを発行する。
・ホームページを月１回以上更新する。
・ＳＮＳによる情報発信を立ち上げる。

・学校行事や各学科・学年の取り組みをまとめ、「佐農だより」を月１回、
関係中学校や保護者へ配布する。
・ホームページの充実を図る。
・連絡アプリやＳＮＳを利用したイベント告知等の情報発信を適宜行う。 B

・「佐農だより」を月１回発行し、本校生徒の活動の様子や魅力等
を発信している。
・HPについては、随時更新に努めて実施している。
・公式インスタグラムを開設(9月)し、情報公開している。 A

・「学校だより」は、校務に追われて遅れがちであったが、毎月1回発刊し
て、生徒の活動の様子を発信することができた。
・学校HPは、随時更新をしていたが、繁忙期に更新が滞った。
・インスタグラム（１月末現在）に、６５回(週２～３回)の投稿を行い、学校
活動を公開した。

A

A

・地域の現状や問題の原因に対する調査・理解の深度が不十分で、適切
な課題解決につながっていないケースが多くみられたため、必要な情報
を手に入れる力をより伸ばす必要性を感じた。 A

・かなり学科の特色は地域に広がっていると感じる。文化祭等の
行事も活発化している。
・地域に即した活動ができていると思います。
・校外での探究経験会をもっと多く取り組んでもらいたい。

○各学科での資格取得の推進と進路指導の充実 ○資格取得者数の延べ５００人以上を目指す。
○生徒の希望進路実現１００％を継続する。
○県内外の優良企業への就職者の増、官公庁へ１８名
の就職、４年制大学農業系学部への６名以上の合格者
を目指す。

・講演会、学校行事・部活動を通し、生徒たちに目標に向かってチャレン
ジする気持ちを醸成する.
・全職員で進路希望把握に努め、進路実現に向けた支援に取り組む。
・外部機関との連携を強化し、さらなる専門的な学習への意欲向上を図
る。

B

・資格取得については、今後も引き続き、１つでも多くの資格を取
得できるよう努めていく。
・公務員試験では、希望者23名全員が国・県・市町のいずれかの
一次試験に合格。最終合格に向け、引き続き、面接試験等の指
導に努める。

A○魅力ある学校づくり

○各学科での特色ある取組の推進 ○地域のことをよく知り、課題を踏まえた探究活動やプ
ロジェクト研究活動に積極的に取り組む生徒の割合を９
０％以上を目指す。

・実験、実習内容の工夫改善。
・総合的な探究の時間や課題研究におけるフィールドワークと課題解決
型学習の強化を図る。
・研究内容の更なる高度化、新たな課題の設定や目標達成に向けた学
科職員の意識向上と共通化を図る。

B

・総合的な探究の時間では、生徒の身近な地域を対象に課題解
決の方策を学んでいる。
・各部門の内容で課題解決に取り組ませている。しかし、研究内
容のソーシャルインパクトに対する理解度や実感がやや希薄な
ため、より校外での経験を要すると感じる。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○特別支援教育に関する教員の専門性と意識の向上 ○特別支援教育に関する教員の専門性のスキルが向
上したと回答した教員100％を目指す。

・特別支援教育に関する研修会の実施。
・生徒の指導方法・対応について教員間で情報共有を図る。

・職員研修会は12月に実施予定。
特性を持っている生徒の進路支援と保護者、企業に対しての働
きかけと選択する上でのポイント等、特別支援学校コーディネー
ターの講義、演習の予定
・年度当初に生徒情報交換会を実施し、個別支援が必要な生徒
に関する共通理解を図っている。
・スクールカウンセラーや外部専門機関と連携し、必要な支援の
助言を通して、学校及び家庭における生徒への継続した支援を
行っている。

・職員研修を実施し、特性を持っている生徒の支援についての指導方法、
さらに進路支援についてさまざまな情報を得ることができ、有意義な研修
となった。
・年度当初に生徒情報交換会を実施することで生徒の支援、指導方法に
ついて共通理解を図ることができた。
・スクールカウンセラー、外部専門機関との積極的な連携を図ることがで
き、校内の共通理解を図りながら必要な支援につなげることができた。そ
の結果、状況が改善した事例があった。

・特別支援教育の研修も積極的にできている。
・職員研修の充実がうかがえる。
・各種研修や支援体制を確立されており、適切な対応が
できていると思われます。
・生徒情報交換会は毎年実施してください。

・いじめアンケートの実施や個人面談で覚知した事象については、いじ
め・体罰等対策委員会で協議し、認知とともに速やかに対応することによ
り、重大事態を防ぐことができた。
・ホームルーム、学年集会、全校集会など定期的にいじめ防止に関する
講話を行い、「いじめは許さない」という意思を共有した。
・いじめ防止標語コンクール(１月実施)で全校生徒にいじめ防止を図り、
安心・安全な学校づくりに貢献する態度を養うことができた。
・いじめは、「絶対に許されない」、「許されない」、「見逃さない」という意識
を持つ生徒が98％であった。

・いじめ事案において、一人の生徒に集中しないことが
大事かなと考える。
・数件のいじめ事案があったことは残念ですが、生徒会
主催の「いじめ防止標語コンクール」などは素晴らしい取
り組みと思います。
・生徒と先生の１ＯＮ１を実施して、いじめに対する意識
を持つ生徒を来年度100%達成できるようにお願いしま
す。

・学習用PCを使用したデジタル教材「Classi」の有効活用やその他のICT
を活用し、各教科の連携と継続的な職員研修を推進する。
・分掌・教科・学年団（正副担任を中心として）が連携して、クラス全体や
学年全体の学習意欲の喚起に努めるとともに、事後指導の充実・徹底を
図る。
・生徒の興味・関心を喚起しながら日々の授業の充実を図り、基礎・基本
の定着のため職員・生徒双方が意欲的に取り組めるよう、年2回の公開
授業を実施する。

・昨年度に引き続き「Classi」を活用している２年生では、個人の
取り組みに差が出ている。２学期からは計画を立て、取り組ませ
ている。１年生は２学期から導入予定である。
・担任と副担任２人の計３名で指導にあたり、毎朝の学習習慣が
定着しつつある。
・全職員が「わかる授業の授業実践」に心がけ、授業研究週間を
実施し、他の職員の授業を見学したり助言をもらいながら指導力
向上に努めている。(6月・1月)

・２年生では、「Classi」の学習トレーニング実施回数の学年平均値が１学
期よりも10回ほど増えた。９月の基礎力診断テストの平均GTZ値では、国
語は１段階、数学は２段階の上昇が見られた。Dランクの生徒数は減少傾
向(人→人)にあるため、来年度はより徹底させていきたい。
・全職員が「わかる授業の授業実践」に心がけ、年２回(6月・１月)の授業
研究週間を実施し、他の職員の授業を参観し指導力の向上に努めた。
(延べ参観者数70人)。今年度は、初任者が２名おり、研究授業の参観を
通して、自身の授業実践を振り返る良い機会となった。

・しっかりと学習しているなということが、就職・進学の数
に表れている。
・主体的な学びができているなと感じる。
・高い数値目標にもかかわらず、目標を達成されたこと
は素晴らしいと感じられました。
・1年生のＣｌａｓｓｉの結果も最終評価で実績がわかるよう
にしてもらいたい。

●業務改善･教職員の働き方改革の推進
●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次
休暇の取得日数１４日以上。
○ＩＣＴの活用とペーパーレスを推進し作業効率を高め
る。
〇テレワーク端末の稼働率を上げる。

・定時退勤日の設定と励行。
・月１日以上の年休取得を推進。
・ＩＣＴ（採点システム・Ｆｏｒｍｓ等）を活用した業務の効率化。
・会議資料のデータ化。
・テレワークの推進。

・時間外勤務時間が、月80時間超の職員が数名いるため、改善
に向けた対策を取っていく。
・毎週月曜日を定時退勤日と設定したことで、早めに退勤する職
員が増えた。
・定期考査の午後には極力会議や研修等をしないようにし、年休
を取得しやすくしている。
・採点システムの利用により業務の効率化に努めている。
・会議資料をＰＤＦ化し、ペーパーレスに努めた。
・テレワーク申請が0件であり、推進に努める。

・１月末集計で、時間外勤務時間が月80時間を超えた職員が8人、全職員
年間平均時間が29.8時間、産業医面接を受けた職員2人であり、校務分
掌等での改善に向けた対策をとる必要がある。
・毎週月曜日を定時退勤日と設定したことで、早めに退勤する職員が増え
た。
・全職員での年休取得平均日数は11.2日で目標日数に達しなかった。次
年度は達成のための対策を検討する。
・採点システムの利用により業務の効率化に努めた。
・classiやＦｏｒｍｓのアンケート機能を活用した業務の効率化に努めた。
・会議資料をＰＤＦ化したことで、業務の簡素化と経費削減につながった。
・テレワーク申請が6件であり、さらに推進に努める。

・時間外勤務時間は、部活動の指導等があるので仕方
がない部分がある。
・先生方の頑張りにより他の項目がＡ評価となっていると
思われます。生徒達のために献身的な姿勢で臨まれて
いることがうかがわれ、頭が下がる思いです。
・来年度は毎週2回の定時退勤推進日を目標として実施
してください。

●「健康を考えて行動できる能力の育成」 ○健全な食習慣や生活習慣の大切さについて、保健委
員会を核とした生徒主体での啓発活動を実施し、「健
康」について考えた行動ができた生徒９０％を以上目指
す。
〇自らの体と心の健康について考え、各種講演会にお
けるアンケートや感想文記入とその提出について提出
率１００％を目指す。

・教室の換気、手洗いの励行等の生活習慣を保健委員の呼びかけによ
り健康を考えて行動する意識を持たせる。
 ・保健だよりや生徒保健委員会の活動を通して、生徒の視点から、健康
のために正しい食習慣や生活習慣がどのように大切であるかを啓発す
る。
・生徒保健委員会において年間研究テーマを設定して研究を行い、学校
祭での発表展示を通して全校生徒の意識改革に取り組む。
・各種講演会を実施し、事前指導と事後指導に力を入れる。

・生活・健康に関するアンケートを実施し、「健康」に関する意識の向上
を図る機会を設けている。第１回目のアンケート提出率は98.3％であっ
た。
・自身の心と体の健康について、個別指導を行いながら意識の向上を
図っている。
・保健委員会を毎月実施し、年間テーマについて研究中である。１１月
の学校祭において展示発表を行う予定である。
・性に関する講演会を１０月に、１年生に向けたエイズ予防講演会を１
２月に計画しており、事前アンケートを活用して積極的に取り組む姿勢
を養いたい。

・2回の生活・健康に関するアンケートを実施し、１回目からの意識や行動
の変化について比較を行い、保健指導に活用した。回答率は99.4％で
あった。
・自身の心と体の健康については、来室生徒への個別指導の他に、保健
室入口に掲示物や身長計を設置して、生徒が自身の心身により関心を持
つような工夫を行った。
・保健委員会においては、今年度は「プレコンセプションケア」について学
習会を継続して実施し、学校祭で展示発表を行った。今年度の展示発表
では、来場者参加型のアンケートを計画して、大変好評を得た。
・性に関する・エイズ予防に関する講演会では、新たな学びを得て自分事
として考え、「将来に向けて積極的な姿勢で取り組みたい」と感想文に記
入する生徒が多数であった。

・大きな問題もなく何よりだと思う。「健康」が大事。
・相談、指導体制が充実していると思われます。
・学校祭の展示発表で、来場者参加型のアンケートを来
年度も実施してもらいたい。

・動植物の栽培管理する農業教育の強みを活かし、命の大切さや他者へ
の思いやり、優しさを育むことができた。
・ボランティア活動にも積極的に参加したり、園児や児童との異年齢交流
を通し豊かな心を育んだ。(12回)
・年5回外部講師による授業を通して食品産業に関わる知識、技術を身に
つけることができた。
・プロジェクト活動や高校生カフェ(6回)、マルシェ(10回)など活動の場を通
してコミュニケーション能力習得や学科PRができた。
・学校外の販売会(8回)や展示会(2回)に参加し、学校PRに努めることが
できた。

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○生徒の学習習慣の定着と基礎学力の向上

○教員の「わかる授業」「主体的な学びを重視した授業」
の展開

○「学びの時間」に主体的に取り組む生徒の割合８５％
を目指す。
○全生徒のプチテスト年間平均得点率９０％以上を継
続する。
○「わかる授業」を意識した職員１００％を目指す。

・奉仕活動など積極的に行い、いい活動ができていると
思う。
・生徒さんとは役場の業務上でのかかわりが多かったで
すが、皆さんとても素直に感じられました。貴校生徒が社
会に出た際、その素直さや他者への思いやりは、大きな
武器になると感じられました。
・農業体験や動物ふれあい交流を通して、将来佐賀農
業高校に進学したいと思うように継続してください。

学校名 佐賀県立佐賀農業高等学校

５ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

中間評価

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○他者への「思いやり」や「優しさ」に配慮した言動をとる
生徒１００％を目指す。

・日々のHR活動や実習等を通して、命の大切さと他者への思いやりの心
を育成する。
・ボランティア活動における地域を含む色々な方々とのふれあいや、人
権・同和教育に関する講演会やHRを通して、人間性豊かな生徒の育成
を図る。
・生徒が活躍の場をつくり、自己肯定感を高め、自信と心にゆとりをもた
せるように努める。

・奉仕活動や農業実習等を通して、命の大切さや他者への「思い
やり」「やさしさ」を育んでいる。
・小学生や保育園児との農業体験や動物ふれあい交流を実施
し、情操教育に努めている。(6回)
・放課後児童クラブや地域住民に食品製造体験やカフェで交流
を深めている。
・県内のイベント販売に積極的に参加し、学校生産物の販売を通
し学校PRに努めている。
・今後も他者へ配慮した言動をとることができるよう、更に生徒へ
の意識付けに努める。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○いじめは、「絶対に許されない」、「見逃さない」という
意識を持つ生徒１００％を目指す。

・道徳教育･人権教育･強化月間を設定･情報モラル教育を推進する。
･いじめは絶対許さないという環境づくりに努める。
・職員と生徒間の信頼関係を形成し、傍観者の意味を理解させることで、
随時情報収集できる環境を整備する。
・相談しやすい環境を整え、日ごろから生徒の些細な変化も逃さず、職
員・保護者で連携し、問題の早期発見と早期対応に努める。

・教育相談の立場から、まずは生徒が相談しやすい環境づくりに
努め、生徒が安心して学校生活を送ることができるように配慮し
た。必要であれば、スクールカウンセラーとの面談を計画し、専
門機関の助言を受けながら役割分担に務めた。
・アンケート調査や面談週間等を実施し、いじめの未然予防や早
期発見に努めている。(年2回)
・校内職員研修を実施し、生徒指導提要の理解、いじめの組織
的対応についてスキルアップを図っている。(8月)

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

○歴史ある農業高校としての実績をもとに、これからの時代に求められる農業教育を探究する。

○グローバルな視点と地域や人とのつながりを大切にしながら、「農・食・環境」に関する協働的な学びを通して、主体的に地域の課題を解決し、地域を支えてい

く人材を育成する。１ 前年度

評価結果の概要（簡潔に）

○地域のつながりを深めた探究活動や課題研究、プロジェクト研究活動の充実。

○ＩＣＴのスキルアップや有効的な活用方法等についての職員研修が必要。

○職員の働き改革に向けた業務の改善と職員の意識改革が必要。

３ スクール・ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

①農業や食品、環境に関する課題に関心があり、関連産業（しごと）に興味のある

生徒。

②地元の文化や伝統に魅力を感じ、大切にしている生徒。

③他者を思いやり、共に協力して活動できる生徒。

④積極的に学習活動に取り組むことができる生徒。

⑤自分自身を高めるために努力を惜しまない生徒。

①スローガン「汗をかき人と和して己を磨く」を掲げた、体験から学ぶ実践型教育の

導入。

②受け継いできた確かな専門知識と技術に基づいた総合実習の実践。

③グローカルな視野を広げるため、県内外との交流や外国との交流事業の実践。

④総合的な探究の時間や課題研究におけるフィールドワークと課題解決型学習を

強化。

⑤国際交流で必要とされる実践的な外国語の授業を導入。（韓国語や英語）

⑥専門教科指導の充実

①専門的知識と技術を兼ね備え、自ら時代とともに進化し続ける能力を育成する。

②グローカル（地域性を考慮しながら地球規模の視点で考えて行動すること）な産業

人材を育成する。

③「農・食・環境」に関する地域課題の解決やSDGsの達成など、地域社会を支えリー

ドする人材を育成する。
４ 本年度の重点目標

①主体的に学び、考える力を育む教育の充実【学力の向上】

②人権を尊重しながら人との絆を深めることができる心の教育を推進【心の教育の推

進】

③健康を考えて行動できる能力の育成【健康・体づくり】

④特別支援教育の充実

⑤志を高める教育

⑥教育DXの推進

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


